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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柱主筋が挿通されたプレキャストコンクリート製の対象柱と、当該対象柱を支持するフ
ーチングと、を備える基礎部を施工するための基礎部施工方法であって、
　前記フーチングの型枠であって、上面に開口面を有する型枠を形成する型枠形成工程と
、
　前記対象柱を支持するための柱支持部と、前記柱支持部に上下方向に沿って挿通された
基礎部柱主筋であって、前記柱支持部から上方に突出した基礎部柱主筋突出部を有する基
礎部柱主筋と、を備える土台部を、前記フーチングの底部に設置する土台設置工程と、
　コンクリートを前記型枠の開口面まで充填されるように打設して、前記フーチングを施
工する型枠充填工程と、
　前記型枠充填工程の前において、又は前記型枠充填工程にて打設したコンクリートが基
準となる強度まで固化する前において、前記対象柱を前記柱支持部の上面に載置し、前記
対象柱の柱主筋と、前記基礎部柱主筋の基礎部柱主筋突出部とを相互に接続する柱施工工
程と、を含む、
　基礎部施工方法。
【請求項２】
　前記柱支持部は、支持柱と、当該支持柱の上に載置されたプレキャストコンクリート製
の柱脚部と、を備え、
　前記基礎部柱主筋は前記柱脚部に上下方向に沿って挿通され、
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　前記土台設置工程において、前記支持柱の底面部は前記フーチングの底部に接し、前記
柱脚部の少なくとも一部が前記型枠の開口面よりも上方に位置するように、前記土台部を
設置する、
　請求項１に記載の基礎部施工方法。
【請求項３】
　前記柱支持部は、プレキャストコンクリート製の柱脚部を備え、
　前記基礎部柱主筋は前記柱脚部に上下方向に沿って挿通され、
　前記土台設置工程において、前記柱脚部の底面部が前記フーチングの底部に接し、前記
柱脚部の少なくとも一部が前記型枠の開口面よりも上方に位置するように、前記土台部を
設置する、
　請求項１に記載の基礎部施工方法。
【請求項４】
　前記型枠の上方にスラブ筋を設置し、当該スラブ筋を覆うように所定厚のコンクリート
を打設してスラブを形成するスラブ形成工程を含み、
　前記土台設置工程において、前記柱支持部の上面が、前記スラブの上面と同一平面上、
又は前記スラブの上面よりも上方に位置するように、前記土台部を設置し、
　前記柱施工工程を、前記スラブ形成工程の前に、又は前記スラブ形成工程にて打設した
コンクリートが基準となる強度まで固化する前に行う、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の基礎部施工方法。
【請求項５】
　前記柱支持部の上端部近傍には、柱支持部の内部に形成された柱支持部内部筋を備え、
　前記柱支持部内部筋と、前記フーチングの上方に形成されたフーチング上端筋、又は前
記型枠の上方に形成されたスラブ筋とを相互に接続する柱支持部内部筋接続工程を含む、
　請求項１から４のいずれか一項に記載の基礎部施工方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基礎部施工方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、建屋の基礎となるフーチングと、このフーチングによって直接的に支持される柱
（以下、対象柱）と、を備える基礎部を施工するための基礎部施工方法として様々な方法
が提案されている（例えば、特許文献１参照）。ここで、対象柱としてプレキャストコン
クリート（以下、ＰＣａ）製の柱を施工する場合には、フーチングとは別個に製造された
対象柱をフーチングに対して接続する必要が生じるため、この接続方法として、従来、以
下のような方法が採用されていた。
【０００３】
　図２０から図２３はいずれも従来の基礎部施工方法にて施工された構造体を示す鉛直断
面図であり、図２０は工程１、図２１は工程２、図２２は工程３、図２３は工程４にて施
工された構造体を示す鉛直断面図である。以下では図２０から図２３を参照して、基礎部
１００を施工する従来の基礎部施工方法について説明する。
【０００４】
　まず、図２０に示す工程１のように、フーチング１１０の型枠１２０の底部にフーチン
グ主筋１１１を組み立て、次に型枠１２０の底部にフーチング主筋１１１を覆うようにコ
ンクリートを打設してフーチング底部１１２を施工する。そして、このフーチング底部１
１２が固まった後に、フーチング底部１１２の上面に架台１４０を形成し、この架台１４
０の周囲に基礎部柱主筋１３０を取り付ける。次に、複数の上下方向に沿った孔が形成さ
れたテンプレート１５０を、基礎部柱主筋１３０に対して各基礎部柱主筋１３０がテンプ
レート１５０の孔を挿通するように設置することにより、基礎部柱主筋１３０の位置を固



(3) JP 6368630 B2 2018.8.1

10

20

30

40

50

定する。
【０００５】
　次に、図２１に示す工程２のように、フーチング１１０の型枠１２０の内部にコンクリ
ートを打設してフーチング主体部１１３を形成し、基準の強度（例えば、２１Ｎ／ｍｍ２

）まで固化させる事で、工程１において配置した架台１４０及び基礎部柱主筋１３０が固
定される。ここで、基礎部柱主筋１３０には上述したようにテンプレート１５０が取り付
けられており、このテンプレート１５０により基礎部柱主筋１３０の位置が固定されてい
るため、フーチング主体部１１３の打設に伴う基礎部柱主筋１３０の位置の変動を抑止す
る事ができる。
【０００６】
　次に、図２２に示す工程３のように、スラブ筋１６１をフーチング１１０の上方に配置
し、当該スラブ筋１６１を覆うようにスラブコンクリート１６２を打設することによりス
ラブ１６０を形成する。この際に、工程１において配置したテンプレート１５０により位
置決めされた基礎部柱主筋１３０の上端部は、スラブ１６０の上面よりも上方に突出する
。
【０００７】
　最後に、図２３に示す工程４のように、工程３にて打設したスラブコンクリート１６２
が基準の強度まで固化した後に、テンプレート１５０を基礎部柱主筋１３０から取り外し
、ＰＣａ製の対象柱１７０をスラブ１６０の上に載置する。この際には対象柱１７０を持
ち上げるための重機（図示省略）をスラブ１６０上に設置する必要があるが、この重機の
重量によってスラブ１６０が変形してしまわないように、スラブ１６０を補強するための
補強板などをスラブ１６０上に設置し、そのさらに上に重機を設置する場合もある。そし
て、スラブ１６０の上面よりも上方に突出している基礎部柱主筋１３０の上端と、対象柱
１７０に挿通された柱主筋１７１とを、相互に公知の方法（例えばモルタルの充填）で接
続する。
【０００８】
　また、図示は省略するが、その他の方法として、対象柱だけでなくフーチングもＰＣａ
製の部材として形成し、重機を用いてフーチングを所定の位置に配置することにより、コ
ンクリートを施工現場で打設する手間を省略する方法も提案されていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００９－７４３４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかし、上記のような架台１４０やテンプレート１５０を用いる基礎部施工方法では、
型枠１２０の内部に打設したコンクリート（フーチング主体部１１３）、及びスラブ筋１
６１を覆うように打設したコンクリート（スラブコンクリート１６２）が基準の強度まで
固化するまで対象柱１７０を設置する事が出来ないため、施工期間が長期化してしまう可
能性があった。
【００１１】
　また、上記のような対象柱だけでなくフーチング自体もＰＣａ製の部材とする基礎部施
工方法では、極めて大きい部材であるＰＣａ製のフーチングを施工現場まで搬入する必要
があるため費用や手間を要し、さらに現場でフーチングを持ち上げるための大型の重機が
必要となるため、非常に手間や費用を要するものであった。
【００１２】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、施工期間を短縮する事が可能であると
共に、大型のＰＣａ製部材を施工現場に搬入する手間や費用、及び施工現場にて大型の重
機を使用する手間や費用を削減する事が可能な基礎部施工方法を提供することを目的とす
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る。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１に記載の基礎部施工方法は、
柱主筋が挿通されたプレキャストコンクリート製の対象柱と、当該対象柱を支持するフー
チングと、を備える基礎部を施工するための基礎部施工方法であって、前記フーチングの
型枠であって、上面に開口面を有する型枠を形成する型枠形成工程と、前記対象柱を支持
するための柱支持部と、前記柱支持部に上下方向に沿って挿通された基礎部柱主筋であっ
て、前記柱支持部から上方に突出した基礎部柱主筋突出部を有する基礎部柱主筋と、を備
える土台部を、前記フーチングの底部に設置する土台設置工程と、コンクリートを前記型
枠の開口面まで充填されるように打設して、前記フーチングを施工する型枠充填工程と、
前記型枠充填工程の前において、又は前記型枠充填工程にて打設したコンクリートが基準
となる強度まで固化する前において、前記対象柱を前記柱支持部の上面に載置し、前記対
象柱の柱主筋と、前記基礎部柱主筋の基礎部柱主筋突出部とを相互に接続する柱施工工程
と、を含む。
【００１４】
　請求項２に記載の基礎部施工方法は、請求項１に記載の基礎部施工方法において、前記
柱支持部は、支持柱と、当該支持柱の上に載置されたプレキャストコンクリート製の柱脚
部と、を備え、前記基礎部柱主筋は前記柱脚部に上下方向に沿って挿通され、前記土台設
置工程において、前記支持柱の底面部は前記フーチングの底部に接し、前記柱脚部の少な
くとも一部が前記型枠の開口面よりも上方に位置するように、前記土台部を設置する。
【００１５】
　請求項３に記載の基礎部施工方法は、請求項１に記載の基礎部施工方法において、前記
柱支持部は、プレキャストコンクリート製の柱脚部を備え、前記基礎部柱主筋は前記柱脚
部に上下方向に沿って挿通され、前記土台設置工程において、前記柱脚部の底面部が前記
フーチングの底部に接し、前記柱脚部の少なくとも一部が前記型枠の開口面よりも上方に
位置するように、前記土台部を設置する。
【００１６】
　請求項４に記載の基礎部施工方法は、請求項１から３のいずれか一項に記載の基礎部施
工方法において、前記型枠の上方にスラブ筋を設置し、当該スラブ筋を覆うように所定厚
のコンクリートを打設してスラブを形成するスラブ形成工程を含み、前記土台設置工程に
おいて、前記柱支持部の上面が、前記スラブの上面と同一平面上、又は前記スラブの上面
よりも上方に位置するように、前記土台部を設置し、前記柱施工工程を、前記スラブ形成
工程の前に、又は前記スラブ形成工程にて打設したコンクリートが基準となる強度まで固
化する前に行う。
【００１７】
　請求項５に記載の基礎部施工方法は、請求項１から４のいずれか一項に記載の基礎部施
工方法において、前記柱支持部の上端部近傍には、柱支持部の内部に形成された柱支持部
内部筋を備え、前記柱支持部内部筋と、前記フーチングの上方に形成されたフーチング上
端筋、又は前記型枠の上方に形成されたスラブ筋とを相互に接続する柱支持部内部筋接続
工程を含む。
【発明の効果】
【００１８】
　請求項１に記載の基礎部施工方法によれば、対象柱を支持可能な土台部を備えるので、
型枠充填工程前において、又は型枠充填工程にて打設したコンクリートが基準強度まで固
化する前において、対象柱を施工することができ、基礎部の施工期間を大幅に短縮するこ
とが可能となる。また、ＰＣａ製のフーチングを用いることなく基礎部を施工する事が出
来るので、大型のＰＣａ製部材を施工現場に搬入する手間や費用、及び施工現場にて大型
の重機を使用する手間や費用を削減する事が可能となる。
【００１９】
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　請求項２に記載の基礎部施工方法によれば、柱支持部の一部を支持柱で構成し、残りの
部分をプレキャストコンクリート製の柱脚部で構成するので、柱支持部の全体をプレキャ
ストコンクリート製とする場合と比べて柱支持部を軽量化でき、柱支持部の搬入に要する
労力を低減する事が可能となる。また、柱支持部の全体をプレキャストコンクリート製と
する場合と比べて、支持柱の周囲にはスペースが形成されるので、配筋の自由度を向上さ
せる事が可能となる。
【００２０】
　請求項３に記載の基礎部施工方法によれば、柱脚部の底面部が前記フーチングの底部に
接し、前記柱脚部の少なくとも一部が前記型枠の開口面よりも上方に位置するように土台
部を設置するので、より高い強度にて柱脚部を構成することができ、より安定的に対象柱
を支持する事が可能となる。
【００２１】
　請求項４に記載の基礎部施工方法によれば、柱支持部の上面が、スラブの上面と同一平
面上、又はスラブの上面よりも上方に位置するので、スラブ形成工程の前に、又はスラブ
形成工程にて打設したコンクリートが基準となる強度まで固化する前に対象柱を施工する
ことができ、施工期間を大幅に短縮する事が可能となる。また、スラブ形成工程の前に対
象柱を施工する場合、対象柱を施工するための重機の荷重をスラブに負担させることなく
対象柱を施工でき、スラブを補強するための手間を省略する事が可能となる。
【００２２】
　請求項５に記載の基礎部施工方法によれば、柱支持部内部筋と、フーチングの上方に形
成されたフーチング上端筋、又は型枠の上方に形成されたスラブ筋とを相互に接続するの
で、対象柱やスラブや柱支持部の強度を向上させる事が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施の形態１に係る基礎部を示す鉛直断面図である。
【図２】土台部を示す図であって、図２（ａ）は平面図、図２（ｂ）は正面図である。
【図３】本発明の実施の形態１に係る基礎部施工方法の工程１にて施工された構造体を示
す鉛直断面図である。
【図４】基礎部施工方法の工程２にて施工された構造体を示す鉛直断面図である。
【図５】基礎部施工方法の工程３にて施工された構造体を示す鉛直断面図である。
【図６】基礎部施工方法の工程４にて施工された構造体を示す鉛直断面図である。
【図７】基礎部施工方法の工程５にて施工された構造体を示す鉛直断面図である。
【図８】基礎部施工方法の工程６にて施工された構造体を示す鉛直断面図である。
【図９】基礎部施工方法の工程７にて施工された構造体を示す鉛直断面図である。
【図１０】本発明の実施の形態２に係る基礎部を示す鉛直断面図である。
【図１１】土台部を示す図であって、図１１（ａ）は平面図、図１１（ｂ）は正面図であ
る。
【図１２】本発明の実施の形態２に係る基礎部施工方法の工程１にて施工された構造体を
示す鉛直断面図である。
【図１３】基礎部施工方法の工程２にて施工された構造体を示す鉛直断面図である。
【図１４】基礎部施工方法の工程３にて施工された構造体を示す鉛直断面図である。
【図１５】基礎部施工方法の工程４にて施工された構造体を示す鉛直断面図である。
【図１６】基礎部施工方法の工程５にて施工された構造体を示す鉛直断面図である。
【図１７】変形例に係る基礎部施工方法の工程１にて施工された構造体を示す鉛直断面図
である。
【図１８】基礎部施工方法の工程２にて施工された構造体を示す鉛直断面図である。
【図１９】基礎部施工方法の工程３にて施工された構造体を示す鉛直断面図である。
【図２０】従来の基礎部施工方法の工程１にて施工された構造体を示す鉛直断面図である
。
【図２１】従来の基礎部施工方法の工程２にて施工された構造体を示す鉛直断面図である



(6) JP 6368630 B2 2018.8.1

10

20

30

40

50

。
【図２２】従来の基礎部施工方法の工程３にて施工された構造体を示す鉛直断面図である
。
【図２３】従来の基礎部施工方法の工程４にて施工された構造体を示す鉛直断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明に係る基礎部施工方法の各実施の形態について図面を参照しつつ詳細に説
明する。ただし、この実施の形態によって本発明が限定されるものではない。
【００２５】
［各実施の形態の基本的概念］
　まずは、実施の形態の基本的概念について説明する。実施の形態は、概略的に、プレキ
ャストコンクリート製の対象柱と、対象柱を支持するフーチングと、を備える基礎部を施
工するための基礎部施工方法に関する。なお、このフーチングの上に形成される建物の具
体的な構造については、特記する場合を除いて公知であり、その詳細な説明を省略する。
【００２６】
［実施の形態の具体的内容］
　次に、各実施の形態の具体的内容について説明する。
【００２７】
（実施の形態１）
　まずは、実施の形態１について説明する。以下では、初めに、本実施の形態１に係る基
礎部施工方法にて施工された基礎部の構成を説明し、次に、当該基礎部を施工する基礎部
施工方法自体について工程毎に順を追って説明する。
【００２８】
（構成）
　図１は、本実施の形態１に係る基礎部１を示す鉛直断面図である。この図１に示すよう
に、基礎部１は、基礎杭１０、型枠２０、フーチング３０、埋戻し部４０、土台部５０、
スラブ６０、及び対象柱７０、を備えて構成されている。なお、以下の説明では、各図の
Ｘ－Ｘ´方向を幅方向（Ｘ方向を右方、Ｘ´方向を左方）、Ｙ－Ｙ´方向（すなわち、Ｘ
－Ｚ平面に直交する方向）を前後方向（Ｙ方向を前方、Ｙ´方向を後方）、Ｚ－Ｚ´方向
を高さ方向（Ｚ方向を上方、Ｚ´方向を下方）、と称する。
【００２９】
（構成－基礎杭）
　基礎杭１０は、建物を支持するために地中に打ち込まれる杭であって、本実施の形態１
においては平面視において土台部５０の左右両側方に配置されている。この基礎杭１０は
、概略的に、地中深くから型枠２０の底面の僅かに上方に至るように配置された円柱状の
基礎杭コンクリート１１と、基礎杭コンクリート１１の内部から型枠２０の開口面（後述
する）付近まで至るように配置された定着筋１２とを備えて構成されている。なお、この
ような基礎杭１０の施工方法については公知であるため、詳細な説明を省略する。また、
基礎杭１０としては、このような構成に限らず任意の公知の構成を採用でき、例えば鋼管
を用いた杭、ＰＣａ製の杭であっても構わない。
【００３０】
（構成－型枠）
　型枠２０は、フーチング３０を施工するための地盤に設けられる公知の型枠である。こ
の型枠２０は、概略的に、掘削された土壌の底部に敷設された厚さ５０ｍｍ程度の均しコ
ンクリート（捨てコンクリート）２１の上面に載置された枠材であって、上面は開口面と
なっている。この型枠２０の材質や作成方法等は任意であるが、例えば、フーチング３０
の右面、左面、前面、及び後面をそれぞれ覆う４枚のベニヤ板を釘打ちして繋ぎ合わせる
ことにより構成されている。
【００３１】
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（構成－フーチング）
　フーチング３０は、建物の耐震性を向上させるために地盤に設けられる構造体である。
このフーチング３０は、概略的に、フーチング主筋３１、フーチング側筋３２、フーチン
グ底部３３、及びフーチング主体部３４を備えて構成されている。ここで、フーチング主
筋３１は、フーチング３０を構造的に補強するための鉄筋であって、図示のように、型枠
２０の内面や均しコンクリート２１の上面を覆うように配置されている。具体的には、均
しコンクリート２１の上面において幅方向に沿って配置された複数の鉄筋と、均しコンク
リート２１の上面において前後方向に沿って配置された複数の鉄筋とを備えており、これ
らいずれの鉄筋も、均しコンクリート２１の幅方向の端部又は前後方向の端部周辺で垂直
に折り返して立ち上げられ、スラブ６０の位置で再度内側に折り返されている。フーチン
グ側筋３２は、フーチング３０を構造的に補強するための鉄筋であって、型枠２０の内面
に並設されており、各フーチング側筋３２は、いずれも幅方向又は前後方向に沿うように
配置されている。フーチング底部３３は、フーチング主筋３１を固着すると共に、土台部
５０の基礎となるコンクリートであって、均しコンクリート２１の上方の位置に、フーチ
ング主筋３１の一部を覆うように打設されている。フーチング主体部３４は、土台部５０
及びフーチング側筋３２を固着するためのコンクリートであって、フーチング底部３３か
ら型枠２０の開口面に至るように打設されている。
【００３２】
（構成－埋戻し部）
　埋戻し部４０は、フーチング３０の施工のために掘削した土砂を埋戻して形成された部
分であって、型枠２０の幅方向の両側方、及び前後方向の両側方に形成されている。なお
、このような埋戻し部４０の構造や形成方法は公知であるため、詳細な説明を省略する。
【００３３】
（構成－土台部）
　土台部５０は、対象柱７０を支持するための土台となる手段であって、フーチング３０
の底部に設置される。ここで、「フーチング３０の底部に設置される」とは、フーチング
底部３３の上面に設置される事や、均しコンクリート２１の上面に設置される事を含むが
、本実施の形態においては、フーチング底部３３の上面に設置される事であるものとして
説明する。図２は土台部５０を示す図であって、図２（ａ）は平面図、図２（ｂ）は正面
図である。この土台部５０は、平面視においてフーチング３０の略中央位置に配置されて
おり、概略的に、柱支持部５１、及び基礎部柱主筋５２を備えて構成されている。
【００３４】
（構成－土台部－柱支持部）
　柱支持部５１は、対象柱７０を支持するための部分であって、本実施の形態１において
は、概略的に、下支持柱５１ａ、上支持柱５１ｂ、及び柱脚部５１ｃを備えて構成されて
いる。
【００３５】
　ここで、下支持柱５１ａは、柱支持部５１における最も下方に位置する鉄骨であって、
例えば公知のＨ型鋼として形成されている。この下支持柱５１ａは、図１に示すように、
下端に設けられたベース板プレートからフーチング底部３３に対してアンカー留めされる
事でフーチング底部３３に対して接合されている。また、下支持柱５１ａは、上端におい
て上支持柱５１ｂに対して溶接やボルト接合等の公知の方法で接合されている。ただし、
接合方法は以上の方法に限らず任意の方法を適用する事ができる。また、この下支持柱５
１ａの高さは、フーチング底部３３から型枠２０の開口面（スラブ６０の下面）に至る高
さの半分の高さであるものとして説明するが、この高さに限られない。
【００３６】
　また、上支持柱５１ｂは、下支持柱５１ａと柱脚部５１ｃとの相互間に位置する鉄骨で
あって、例えば公知のＨ型鋼として形成されている。この上支持柱５１ｂは、下端におい
て下支持柱５１ａに対して溶接やボルト接合等の公知の方法で接合されている。また、こ
の上支持柱５１ｂは、図１に示すように、上端に設けられたベース板プレートから柱脚部
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５１ｃの下面に対してアンカー留めされる事で柱脚部５１ｃに対して接合されている。な
お、接合方法は以上の方法に限らず任意の方法を適用する事ができる。また、この上支持
柱５１ｂの高さは、下支持柱５１ａと同様に、フーチング底部３３から型枠２０の開口面
に至る高さの半分の高さであるものとして説明するが、この高さに限られない。以上のよ
うに、下支持柱５１ａと上支持柱５１ｂとは相互に組み合わさって、フーチング底部３３
の上面から型枠２０の開口面に至る高さと同一の高さとなる。
【００３７】
　柱脚部５１ｃは、対象柱７０を載置する土台となると共に、スラブ６０と対象柱７０と
の接続部となる手段であって、図１に示すように上支持柱５１ｂの上に載置されている。
この柱脚部５１ｃの形状は任意であり、例えば対象柱７０と同一の平面形状（本実施の形
態１においては、円形）を有する柱状体であっても構わないし、対象柱７０と異なる平面
形状を有する柱状体であっても構わない。ただし、本実施の形態１においては平面視が正
方形の直方体形状にて形成されているものとして説明する。ここで、この柱脚部５１ｃの
高さは任意であるが、本実施の形態１においては、図１に示すように、下端部が型枠２０
の開口面よりも僅かに下方に位置し、上端がスラブ６０の上面と同一平面上に位置するよ
うな高さ（すなわち、スラブ６０の高さ（厚み）と略同一の高さ）にて形成されている。
したがって、柱脚部５１ｃの四方の側面の全面が、スラブコンクリート６２（後述する）
に接している。なお、上述したように、柱脚部５１ｃの下端部を型枠２０の開口面より僅
かに下方に位置させることにより、柱脚部５１ｃをフーチング３０に僅かに埋め込んで形
成する事ができ、柱脚部５１ｃをより安定的に固定する事ができる。
【００３８】
　ここで、柱脚部５１ｃには、柱支持部内部筋５１ｄが設けられている。この柱支持部内
部筋５１ｄは、図２（ａ）に示すように、前後方向に沿って柱脚部５１ｃを挿通する複数
の鉄筋と、幅方向に沿って柱脚部５１ｃを挿通する複数の鉄筋とを備えており、これらの
各鉄筋同士は相互に交わらないように異なる高さに配置されている。また、これらの各鉄
筋と、柱脚部５１ｃを上下に貫通する基礎部柱主筋５２とについても、相互に交わらない
ように配置されている。
【００３９】
　そして、各柱支持部内部筋５１ｄの両端部（すなわち、柱脚部５１ｃの側面に近接する
位置）には、雌ネジ部が形成されており、後述するスラブ筋６１の端部を当該雌ネジ部に
螺合することで、柱支持部内部筋５１ｄとスラブ筋６１とを相互に接続することができる
。なお、この点についての詳細な説明は後述する。
【００４０】
（構成－土台部－基礎部柱主筋）
　基礎部柱主筋５２は、フーチング３０を補強すると共に、フーチング３０と対象柱７０
とを相互に接続するための手段である。この基礎部柱主筋５２は、土台部５０における下
支持柱５１ａや上支持柱５１ｂの周囲を覆うように配置された複数の鉄筋である。具体的
には、図２（ａ）に示すように、各基礎部柱主筋５２は柱脚部５１ｃに対して上下方向に
沿って挿通されており、平面視において正円状に所定の間隔を空けて複数（本実施の形態
１においては、１２本）並設されている。なお、図２（ｂ）や図１においては、図示の便
宜上、左右両端の基礎部柱主筋５２のみを図示しており、他の基礎部柱主筋５２について
は図示を省略している。そして、各基礎部柱主筋５２は、上方の端部が柱脚部５１ｃを貫
通して柱脚部５１ｃのさらに上方に位置し、下方の端部がフーチング底部３３の上面に沿
うように折り曲げられており、全体として略Ｌ字状に形成されている。ここで、基礎部柱
主筋５２における柱脚部５１ｃの上面からさらに上方に突出した部分を、以下では「基礎
部柱主筋突出部５３」と称する。なお、本実施の形態においては、コンクリートとの接触
面積を確保するために基礎部柱主筋５２を略Ｌ字状としたが、充分な接触面積が確保でき
ている場合には、基礎部柱主筋５２を直筋としても良い。
【００４１】
（構成－スラブ）
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　スラブ６０は、建物の床面を構成するスラブであって、フーチング３０の上方に接する
ように形成された公知のスラブである。このスラブ６０は、概略的に、スラブ筋６１と、
スラブコンクリート６２とを備えている。
【００４２】
　スラブ筋６１は、スラブ６０の上端近傍及び下端近傍に前後方向及び幅方向に沿って網
目状に配設された鉄筋である。なお、図示のようにフーチング３０の平面視における中央
位置には、スラブ６０と略同一の厚み（高さ）の柱脚部５１ｃが形成されているため、こ
の柱脚部５１ｃが形成された部分にはスラブ筋６１を配設することは出来ない。したがっ
て、スラブ筋６１を、この柱脚部５１ｃが配置された部分を回避するように配設しても構
わないが、本実施の形態１においては、より建物の強度を向上させるために、以下のよう
な工夫が施されている。すなわち、スラブ筋６１の柱脚部５１ｃ側の端部には雄ネジ部が
形成されており、上述したように柱支持部内部筋５１ｄの両端部には雌ネジ部が形成され
ているため、スラブ筋６１を柱支持部内部筋５１ｄに螺合して相互に接続する事ができる
。このようにスラブ筋６１と柱支持部内部筋５１ｄとを相互に接続することで、建物の強
度を向上させることが可能となる。ここで、上述したように、柱脚部５１ｃは直方体形状
に形成されているため、スラブ筋６１と柱支持部内部筋５１ｄとを容易に相互に接続する
事ができる。すなわち、各柱支持部内部筋５１ｄを同一の長さに形成する事ができるため
柱支持部内部筋５１ｄを容易に形成することが可能であると共に、複数の雌ネジ部が同一
平面上に位置する事となるためスラブ筋６１の長さの調節も容易とすることが可能である
。
【００４３】
　スラブコンクリート６２は、スラブ６０の床面を形成するコンクリートであって、スラ
ブ筋６１を覆うように打設されたコンクリートである。
【００４４】
（構成－対象柱）
　対象柱７０は、建物の構造の一部を形成する柱であって、土台部５０の上に載置されて
いる。この対象柱７０の形状は任意であり、例えば四角柱や六角柱等であっても構わない
が、本実施の形態１においては、当該対象柱７０は円柱形状に形成されているものとして
説明する。そして、この対象柱７０はプレキャストコンクリート（以下、ＰＣａ）製の柱
であって、工場等で予め作成されて施工現場に搬入され、重機等を用いて土台部５０の上
に載置される事によって図示のように設置される。なお、対象柱７０は一つのみを図示し
ているが、実際には、この対象柱７０のさらに上に他のＰＣａ柱が載置されており、この
ようなＰＣａ柱については図示を省略している。
【００４５】
　ここで、対象柱７０には、対象柱７０を補強するための複数の柱主筋７１が挿通されて
いる。この柱主筋７１は、平面視において相互に所定間隔を空けて円環状に並設された公
知の鉄筋であって、各柱主筋７１の位置は、上述した土台部５０の基礎部柱主筋５２の位
置と対応する位置となっている。そして、この柱主筋７１と、土台部５０の基礎部柱主筋
５２とは公知の方法で相互に接続されている。例えば、柱主筋７１の下端部には下方側に
開口を有する凹状金物が柱主筋７１と一体に形成されており、この凹状金物に土台部５０
の基礎部柱主筋５２の基礎部柱主筋突出部５３を嵌め込んだ状態でグラウト注入により接
続する公知の方法で接続することができる。
【００４６】
（基礎部施工方法）
　続いて、上記の基礎部１を施工する基礎部施工方法について、図を参照しつつ詳細に説
明する。図３から図９は、いずれも本実施の形態１に係る基礎部施工方法の各工程にて施
工された構造体を示す鉛直断面図であって、図３は工程１、図４は工程２、図５は工程３
、図６は工程４、図７は工程５、図８は工程６、図９は工程７にて施工された構造体を示
す鉛直断面図である。なお、以下では基礎部施工方法を複数の工程に分けて、それぞれの
工程に名称（基礎杭形成工程、型枠形成工程、土台設置工程、フーチング側筋設置工程、
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型枠充填工程、柱施工工程、スラブ形成工程、柱支持部内部筋接続工程）を付して説明す
るが、これらの各工程と、図３から図９に示した採番された工程（工程１から工程７）に
ついては相互に一致せず、例えば図３に示す工程１は、複数の工程（基礎杭形成工程、型
枠形成工程、及び土台設置工程）を含む。
【００４７】
（基礎部施工方法－基礎杭形成工程）
　初めに、図３に示す工程１を実行する。具体的に、まずは、地中深くまで杭穴を掘削し
、杭穴に事前に組み立てた定着筋１２を落し込み、杭穴内部に基礎杭コンクリート１１を
流し込んで固化させ、基礎杭コンクリート１１と定着筋１２とが一体となるように基礎杭
１０を形成する。一般的にはコンクリート固化後に杭穴を埋め戻すため、続いて、基礎杭
１０の上方の土砂を掘削し、フーチング３０を形成するためのスペースを形成する。なお
、２つの基礎杭１０はいずれも同様に形成する事ができる。
【００４８】
（基礎部施工方法－型枠形成工程）
　そして、掘削された土砂の底部に均しコンクリート２１を打設し、この均しコンクリー
ト２１が固化したら、均しコンクリート２１の上に型枠２０を形成する。この際には、型
枠２０の内部に、基礎杭コンクリート１１の上端と定着筋１２とが含まれるように型枠２
０を形成する。
【００４９】
（基礎部施工方法－土台設置工程）
　次に、この型枠２０の内部に、定着筋１２と接触しないようにフーチング主筋３１を設
置する。次に、掘削した際の土砂を型枠２０の側方に戻して埋戻し部４０を形成して型枠
２０を固定する。ここで、このように埋戻し部４０を形成するタイミングは任意であり、
例えば図１に示すフーチング３０を形成した後のタイミングで形成しても構わず、このよ
うなタイミングで形成することにより、型枠２０を取り外して再利用できる。ただし、本
実施の形態では、上述したように、フーチング３０を形成する前のタイミングで埋戻し部
４０を形成し、型枠２０を再利用しないものとして説明する。次に、型枠２０の底部にフ
ーチング主筋３１を覆うようにコンクリートを打設して固化させることにより、フーチン
グ底部３３を形成する。なお、以上に示すフーチング底部３３を形成するまでの各工程は
、公知の方法を採用する事ができるため、詳細な説明は省略するものとし、さらに各工程
を実行する順序も上記の順序に限定されない。最後に、このようにして形成したフーチン
グ底部３３に、下支持柱５１ａをアンカー留めして固定する。
【００５０】
　次に、図４に示す工程２のように、下支持柱５１ａの上に上支持柱５１ｂ等を載置する
。具体的には、柱脚部５１ｃ、柱脚部５１ｃに挿通された基礎部柱主筋５２、及び柱脚部
５１ｃの底面にビス留めされた上支持柱５１ｂを、工程１にて取り付けた下支持柱５１ａ
の上に対して、下支持柱５１ａと上支持柱５１ｂとが接するように載置する。なお、本実
施の形態１では、図示のように柱脚部５１ｃ、基礎部柱主筋５２、及び上支持柱５１ｂは
相互に一体に連結された状態で施工現場に搬入されるものとして説明するが、これに限ら
ず、例えば柱脚部５１ｃと上支持柱５１ｂとのビス留めは施工現場で行っても構わない。
【００５１】
　次に、図５に示す工程３のように、下支持柱５１ａと上支持柱５１ｂとを相互に接続す
る。具体的には、図示しない金属板を、上支持柱５１ｂの側面の一部及び下支持柱５１ａ
の側面の一部の両方を覆うように配置し、当該金属板を下支持柱５１ａ及び上支持柱５１
ｂの両方に対してボルト留めする。なお、このような接続方法に限定されず、例えば下支
持柱５１ａと上支持柱５１ｂとを相互に溶接して接続しても構わない。また、下支持柱５
１ａと上支持柱５１ｂとを予め工場等で溶接しておき、施工現場に搬入しても構わない。
【００５２】
（基礎部施工方法－フーチング側筋設置工程）
　次に、図６に示す工程４のように、フーチング側筋３２を設置する。具体的には、複数
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のフーチング側筋３２を、公知の方法（例えば、高さ方向に沿って配置した鉄筋（図示省
略）に対して所定の高さ間隔で接合する方法）により、型枠２０の内部に対して高さ方向
に沿って所定の間隔で並設する。
【００５３】
（基礎部施工方法－型枠充填工程）
　次に、図７に示す工程５のように、フーチング主体部３４を形成する。具体的には、型
枠２０の内部に、フーチング底部３３から型枠２０の開口面まで充填されるようにコンク
リートを打設して、このコンクリートを固化させることによりフーチング主体部３４を形
成する。
【００５４】
（基礎部施工方法－柱施工工程）
　次に、図８に示す工程６のように、対象柱７０を柱脚部５１ｃの上に載置する。具体的
には、まず、対象柱７０と柱脚部５１ｃとの間にスペースが形成されるように、対象柱７
０を、スペーサ（図示省略）を介して柱脚部５１ｃの上に載置する。この際に、対象柱７
０の柱主筋７１の下端に設けられたスリーブ継手に、基礎部柱主筋５２の基礎部柱主筋突
出部５３を嵌め込んだ状態となるように載置する。次に、これらのスリーブ継手と基礎部
柱主筋突出部５３とを相互に接続するようにグラウト注入する。このように注入されたグ
ラウトの一部はスリーブ継手から溢れて、柱脚部５１ｃの上面と対象柱７０の下面との間
に充填され、このようにして対象柱７０と柱脚部５１ｃとを強固に接合する事ができる。
なお、スペーサの代わりに位置調整用のボルト等を用いても構わない。
【００５５】
　ここで、本願では、対象柱７０の土台となる土台部５０を形成しているため、この工程
６の対象柱７０を載置する作業を、工程５にて打設したフーチング主体部３４が基準強度
まで固化する前に行う事が可能である。すなわち、上述した従来技術においては、この土
台部５０を有しておらず、型枠２０に充填したコンクリートの上に対象柱７０を直接載置
するため、当該コンクリートが基準の強度（すなわち、対象柱７０を載置する事が可能な
強度）まで固化した後でないと、対象柱７０を載置する事ができなかった。しかし、本実
施の形態１においては、対象柱７０を支持可能な土台部５０を型枠２０内に形成している
ため、フーチング主体部３４が基準の強度まで固化しているか否かに関わらず、対象柱７
０を載置する事ができる。
【００５６】
　このように、型枠２０に打設したフーチング主体部３４が基準の強度まで固化するのを
待つことなく対象柱７０を載置できるので、上の階をより早い段階から施工する事ができ
、施工期間を大幅に短縮する事が可能となる。また、当然、後述するように当該フーチン
グ主体部３４の上にスラブコンクリート６２を形成する前に対象柱７０を載置できるので
、施工期間を大幅に短縮する事が可能となる。
【００５７】
　なお、本実施の形態１においては、工程５に示すように型枠２０にフーチング主体部３
４を充填してから、当該フーチング主体部３４が固化する前に、工程６に示すように対象
柱７０を柱脚部５１ｃの上に載置したが、この工程５及び工程６は順序を逆としても良い
。すなわち、対象柱７０を土台部５０の上に載置して、その後に型枠２０にフーチング主
体部３４を充填しても構わない。このような順序で各工程を行うことで、フーチング主体
部３４を型枠２０の内部に打設する前に対象柱７０を載置する事が出来るので、全体の施
工期間をより一層短縮する事が可能となる。
【００５８】
（基礎部施工方法－スラブ形成工程、柱支持部内部筋接続工程）
　次に、図９に示す工程７のように、型枠２０の上方にスラブ筋６１を設置する。具体的
には、スラブ６０を形成する位置に前後方向及び幅方向に沿うように複数のスラブ筋６１
を配置し、このスラブ筋６１のうち一部を柱脚部５１ｃの側面に形成された雌ネジ部にス
ラブ筋６１を螺合することで、柱支持部内部筋５１ｄと接合する。
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【００５９】
　最後に、スラブ筋６１を覆うようにコンクリートを打設してスラブコンクリート６２を
形成し、これにて図１に示した基礎部１が完成する。
【００６０】
　ここで、図２０から図２３に示した従来技術においては、スラブ１６０の上面を境とし
て、当該境の下方に位置するスラブコンクリート１６２の強度と、当該境の上方に位置す
る対象柱１７０のコンクリートの強度とに差異を設ける事が一般的であった。そこで、本
実施の形態１では、対象柱７０とは別に柱脚部５１ｃを設け、この柱脚部５１ｃの強度と
対象柱７０の強度とに差異を設ける事で、従来と同様にスラブ６０の上面を境として強度
に差異を設ける事が可能となる。
【００６１】
　また、図２０から図２３に示した従来技術においては、スラブコンクリート１６２を打
設した後に、対象柱１７０を載置するため、上述したように、対象柱１７０を持ち上げる
ための重機の重量を受けるスラブ１６０を補強する必要がある。しかし、本実施の形態１
では、スラブコンクリート６２を打設する前に対象柱７０を載置する事が出来るので、地
盤等に重機を直接設置する事が可能となる。よって、上記の補強を要する事無く対象柱７
０を載置する事ができ、補強に要する手間や費用を削減する事が可能となる。
【００６２】
（実施の形態１の効果）
　このように、本実施の形態１の基礎部施工方法によれば、対象柱７０を支持可能な土台
部５０を備えるので、型枠充填工程前において、又は型枠充填工程にて打設したコンクリ
ートが基準強度まで固化する前において、対象柱７０を施工することができ、基礎部１の
施工期間を大幅に短縮することが可能となる。また、ＰＣａ製のフーチング３０を用いる
ことなく基礎部１を施工する事が出来るので、大型のＰＣａ製部材を施工現場に搬入する
手間や費用、及び施工現場にて大型の重機を使用する手間や費用を削減する事が可能とな
る。また、柱脚部５１ｃや対象柱７０を、工場等で施工して現場へ搬入する事ができるの
で、現場打ちすることなく柱脚部５１ｃや対象柱７０を施工する事ができ、より精度の高
い基礎部１を施工する事が可能となる。
【００６３】
　また、柱支持部５１の一部を鉄骨製の下支持柱５１ａ及び上支持柱５１ｂで構成し、残
りの部分をＰＣａ製の柱脚部５１ｃで構成するので、柱支持部５１の全体をＰＣａ製とす
る場合（例えば、後述する実施の形態２の構造）と比べて柱支持部５１を軽量化でき、柱
支持部５１の搬入に要する労力を低減する事が可能となる。また、柱支持部５１の全体を
ＰＣａ製とする場合と比べて、下支持柱５１ａ及び上支持柱５１ｂの周囲にはスペースが
形成されるので、配筋の自由度を向上させる事が可能となる。
【００６４】
　また、柱支持部５１の上面が、スラブ６０の上面と同一平面上、又はスラブ６０の上面
よりも上方に位置するので、スラブ形成工程の前に、又はスラブ形成工程にて打設したコ
ンクリートが基準となる強度まで固化する前に対象柱７０を施工することができ、施工期
間を大幅に短縮する事が可能となる。また、スラブ形成工程の前に対象柱７０を施工する
場合、対象柱７０を施工するための重機の荷重をスラブ６０に負担させることなく対象柱
７０を施工でき、スラブ６０を補強するための手間を省略する事が可能となる。
【００６５】
　また、柱支持部内部筋５１ｄとスラブ筋６１とを相互に接続するので、対象柱７０やス
ラブ６０や柱支持部５１の強度を向上させる事が可能となる。
【００６６】
　また、柱支持部５１における、型枠２０の開口面からスラブ６０の上面に至る部分を直
方体形状に形成するので、柱支持部内部筋５１ｄとスラブ筋６１を接続し易いように柱支
持部内部筋５１ｄを構成することができ、施工に要する手間や費用を削減する事が可能と
なる。
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【００６７】
（実施の形態２）
　続いて、本実施の形態２について説明する。なお、実施の形態２の構成は、特記する場
合を除いて実施の形態１の構成と略同一であり、実施の形態１の構成と略同一の構成につ
いてはこの実施の形態１で用いたものと同一の符号を必要に応じて付して、その説明を省
略する。
【００６８】
　以下では、本実施の形態２に係る基礎部施工方法にて施工された基礎部の構成を説明し
、次に、当該基礎部を施工する基礎部施工方法自体について工程毎に順を追って説明する
。
【００６９】
（構成）
　図１０は、本実施の形態２に係る基礎部２を示す鉛直断面図である。この図１０に示す
ように、基礎部２は、基礎杭１０、型枠２０、フーチング３０、埋戻し部４０、土台部８
０、スラブ６０、及び対象柱７０、を備えて構成されている。なお、土台部８０以外の構
成要素については、実施の形態１と同様に構成できるため詳細な説明を省略し、以下では
土台部８０の構成についてのみ説明する。
【００７０】
（構成－土台部）
　土台部８０は、対象柱７０を支持するための土台となる手段である。図１１は土台部８
０を示す図であって、図１１（ａ）は平面図、図１１（ｂ）は正面図である。この土台部
８０は、平面視においてフーチング３０の略中央位置に配置されており、概略的に、柱支
持部８１、及び基礎部柱主筋８２を備えて構成されている。
【００７１】
（構成－土台部－柱支持部）
　柱支持部８１は、対象柱７０を支持するための部分であって、本実施の形態２において
は、柱脚部８１ａのみを備えており、実施の形態１のように下支持柱５１ａ及び上支持柱
５１ｂは備えていない。
【００７２】
　柱脚部８１ａは、対象柱７０を載置する土台となると共に、スラブ６０と対象柱７０と
の接続部となる手段であって、図１０に示すようにフーチング底部３３の上面に直接載置
されている。ここで、この柱脚部８１ａの高さは、フーチング底部３３の上面からスラブ
６０の上面に至る高さと略同一となるように形成されている。したがって、柱脚部８１ａ
の上端付近は、四方の側面の全面がスラブコンクリート６２に接しており、残りの大半の
部分は、四方の側面の全面がフーチング３０のフーチング主体部３４に接している。なお
、柱脚部８１ａの形状は任意であり、例えば対象柱７０と同一の平面形状（本実施の形態
２においては、円形）を有する柱状体であっても構わないし、対象柱７０と異なる平面形
状を有する柱状体であっても構わない。ただし、本実施の形態２においては平面視が正方
形の直方体形状にて形成されているものとして説明する。
【００７３】
　ここで、柱脚部８１ａの上端には、柱支持部内部筋８１ｂが設けられている。この柱支
持部内部筋８１ｂは、図１１（ａ）に示すように、前後方向に沿って柱脚部８１ａを挿通
する複数の鉄筋と、幅方向に沿って柱脚部８１ａを挿通する複数の鉄筋とを備えており、
これらの各鉄筋同士は相互に交わらないように異なる高さに配置されている。また、これ
らの各鉄筋と、柱脚部８１ａを上下に貫通する基礎部柱主筋８２とについても、相互に交
わらないように配置されている。
【００７４】
　そして、各柱支持部内部筋８１ｂの両端部（すなわち、柱脚部８１ａの側面に近接する
位置）には、雌ネジ部が形成されており、後述するスラブ筋６１の端部を当該雌ネジ部に
螺合することで、柱支持部内部筋８１ｂとスラブ筋６１とを相互に接続することができる
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。なお、この点についての詳細な説明は後述する。
【００７５】
　また、柱脚部８１ａにおけるフーチング主体部３４に接する側面には、図示しない細か
いコッター（凹凸）が全面にわたって設けられている。このコッターは、柱脚部８１ａと
フーチング主体部３４との接触する表面積を増大させて柱脚部８１ａをより強固に固定す
るための表面積増大手段であり、例えば柱脚部８１ａの表面に細かい傷等をつけることに
より容易に形成する事ができる。他にも、例えば柱脚部８１ａを生成する際の型枠自体に
凹凸を設けて柱脚部８１ａを形成することで、柱脚部８１ａにコッターを形成しても構わ
ない。
【００７６】
（構成－土台部－基礎部柱主筋）
　基礎部柱主筋８２は、フーチング３０と対象柱７０とを相互に接続するための接続手段
である。この基礎部柱主筋８２は、柱脚部８１ａを上下に挿通するように配置された複数
の鉄筋であって、上端及び下端において柱脚部８１ａから突出しており、下端においては
フーチング底部３３の上面に沿うように折り曲げられており、全体として略Ｌ字状に形成
されている。なお、基礎部柱主筋８２における柱脚部８１ａの上面からさらに上方に突出
した部分を、以下では「基礎部柱主筋突出部８３」と称する。なお、本実施の形態２にお
いては、コンクリートとの接触面積を確保するために基礎部柱主筋８２を略Ｌ字状とした
が、充分な接触面積が確保できている場合には、基礎部柱主筋８２を直筋としても良い。
【００７７】
（基礎部施工方法）
　続いて、上記の基礎部２を施工する基礎部施工方法について、図を参照しつつ詳細に説
明する。図１２から図１６は、いずれも本実施の形態２に係る基礎部施工方法の各工程に
て施工された構造体を示す鉛直断面図であって、図１２は工程１、図１３は工程２、図１
４は工程３、図１５は工程４、図１６は工程５にて施工された構造体を示す鉛直断面図で
ある。
【００７８】
（基礎部施工方法－基礎杭形成工程）
　初めに図１２に示す工程１を実行する。具体的には、まず、実施の形態１と同様の方法
により、基礎杭１０を形成し、続いて基礎杭１０の上方の土砂を掘削し、フーチング３０
を形成するためのスペースを形成する。
【００７９】
（基礎部施工方法－型枠形成工程）
　そして、掘削された土砂の底部に均しコンクリート２１を打設し、この均しコンクリー
ト２１が固化したら、均しコンクリート２１の上に型枠２０を形成する。この際には、型
枠２０の内部に、基礎杭コンクリート１１の上端と定着筋１２とが含まれるように型枠２
０を形成する。
【００８０】
（基礎部施工方法－土台設置工程）
　次に、型枠２０の内部にフーチング主筋３１を設置し、型枠２０の側方に埋戻し部４０
を形成し、型枠２０の底部にフーチング底部３３を形成する。なお、実施の形態１と同様
に、埋戻し部４０は図１０に示すフーチング３０を形成した後のタイミングで形成しても
構わない。そして最後に、フーチング底部３３の上面に、土台部８０を載置する。
【００８１】
（基礎部施工方法－フーチング側筋設置工程、型枠充填工程、柱施工工程、スラブ形成工
程、柱支持部内部筋接続工程）
　以降の工程は、実施の形態１と同様に行う事が出来る。すなわち、まずは図１３に示す
工程２のように、型枠２０の内部にフーチング側筋３２を設置する。次に、図１４に示す
工程３のように、型枠２０の内部にフーチング底部３３から型枠２０の開口面まで充填さ
れるようにコンクリートを打設してフーチング主体部３４を形成する。なお、柱脚部８１
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ａの側面には上述したように細かいコッターが複数設けられているため、柱脚部８１ａは
フーチング主体部３４と強固に密着する事ができる。次に、図１５に示す工程４のように
、対象柱７０を柱脚部８１ａの上に載置する。なお、この工程４は、工程３にて打設した
コンクリートが基準強度まで固化する事を待たずに、行う事ができる。次に、図１６に示
す工程５のように、複数のスラブ筋６１を配置し、このスラブ筋６１のうち一部を柱脚部
８１ａの側面に形成された雌ネジ部にスラブ筋６１を螺合することで、柱支持部内部筋８
１ｂと接合する。最後に、スラブ筋６１を覆うようにスラブコンクリート６２を打設する
ことによりスラブ６０を形成し、これにて図１０に示した基礎部２が完成させる。
【００８２】
（実施の形態２の効果）
　このように、本実施の形態２の基礎部施工方法によれば、柱支持部８１として、フーチ
ング底部３３の上面から、型枠２０の開口面よりも上方に至る柱脚部８１ａを備えるので
、より高い強度にて柱脚部８１ａを構成することができ、より安定的に対象柱７０を支持
する事が可能となる。
【００８３】
〔実施の形態に対する変形例〕
　以上、本発明に係る実施の形態１及び２について説明したが、本発明の具体的な構成及
び手段は、特許請求の範囲に記載した各発明の技術的思想の範囲内において、任意に改変
及び改良することができる。以下、このような変形例について説明する。
【００８４】
（解決しようとする課題や発明の効果について）
　まず、発明が解決しようとする課題や発明の効果は、上述の内容に限定されるものでは
なく、発明の実施環境や構成の細部に応じて異なる可能性があり、上述した課題の一部の
みを解決したり、上述した効果の一部のみを奏することがある。例えば、各実施の形態に
係る基礎部施工方法によって施工期間が従来の基礎部施工方法よりも短縮出来ない場合で
あっても、従来と異なる技術により施工期間を短縮できている場合には、本願発明の課題
が解決されている。
【００８５】
（寸法や材料について）
　発明の詳細な説明や図面で説明した基礎部１、２の各部の寸法、形状、比率等は、あく
まで例示であり、その他の任意の寸法、形状、比率等とすることができる。
【００８６】
（柱脚部について）
　各実施の形態においては、柱脚部５１ｃ、８１ａの上端の位置がスラブ６０の上面の位
置と一致するものとして説明したが、これに限られない。例えば、スラブ６０の施工後に
柱脚部５１ｃ、８１ａがスラブ６０の上方に露出してしまっても構わないのであれば、柱
脚部５１ｃ、８１ａの上端の位置がスラブ６０の上面よりも上方に位置していても構わな
い。なお、この場合であっても、柱脚部５１ｃ、８１ａの形状を対象柱７０の形状と合せ
ることにより、柱脚部５１ｃ、８１ａが目立たない構成とすることができる。また、柱脚
部５１ｃ、８１ａの上端の位置がスラブ６０の上面よりも下方に位置していても構わない
。ただし、この場合には、スラブコンクリート６２を打設すると柱脚部５１ｃ、８１ａが
スラブコンクリート６２に埋まってしまい、対象柱７０を柱脚部５１ｃ、８１ａの上に載
置する事ができなくなってしまうため、スラブコンクリート６２を打設する前に対象柱７
０を柱脚部５１ｃ、８１ａの上に載置する必要がある。
【００８７】
　また、実施の形態１の構成において、柱脚部５１ｃを省略しても良い。すなわち、上支
持柱５１ｂの上に対象柱７０を直接載置しても良い。このように柱脚部５１ｃを省略する
場合には、対象柱７０の下端部がスラブ６０と接する事となるが、実施の形態１に係る柱
支持部内部筋５１ｄと同様に、対象柱７０の下端部に端部に雌ネジ部を有する鉄筋を配置
し、この鉄筋とスラブ筋６１とを相互に接続することにより、対象柱７０の強度を向上さ
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せる事が可能となる。
【００８８】
　また、実施の形態１の柱脚部５１ｃの四方の側面に、実施の形態２の柱脚部８１ａと同
様にコッターを設けることにより、柱脚部５１ｃにおけるスラブコンクリート６２と接触
する部分の表面積を増大でき、柱脚部５１ｃをより強固に固定する事ができる。また、同
様に、実施の形態２の柱脚部８１ａにおけるスラブコンクリート６２と接触する部分の四
方の側面にもコッターを設けても良い。
【００８９】
　また、各実施の形態においては、柱脚部５１ｃ、８１ａと対象柱７０とを相互に異なる
部材として形成したが、これらを一体の部材として形成しても構わない。例えば階高が低
い場合等には、当該一体の部材のみを設置するのみで充分な高さの柱となるため、施工に
要する手間や費用を省略できる。
【００９０】
（下支持柱及び上支持柱について）
　実施の形態１においては、施工性向上のために下支持柱５１ａ及び上支持柱５１ｂを別
個の部材として形成したが、これらを一体に形成しても構わない。また、下支持柱５１ａ
や上支持柱５１ｂの高さを調節する機構を設けても良く、例えば下支持柱５１ａの下方や
上支持柱５１ｂの上方に板状体を配置して高さを調節しても良い。また、下支持柱５１ａ
や上支持柱５１ｂにおけるアンカーを挿通するための孔を長孔として、位置を微調整可能
としても良い。
【００９１】
（スラブについて）
　各実施の形態においてはスラブ６０を形成するものとして説明したが、スラブ６０を形
成しなくても構わない。
【００９２】
（フーチング底部について）
　各実施の形態においては、フーチング底部３３を打設し、そのフーチング底部３３の上
に土台部５０、８０を設置するものとして説明したが、これに限らず、フーチング底部３
３を打設しなくても良い。図１７から図１９は、いずれも変形例に係る基礎部施工方法の
各工程にて施工された構造体を示す鉛直断面図であって、図１７は工程１、図１８は工程
２、図１９は工程３にて施工された構造体を示す鉛直断面図である。なお、この変形例に
係る基礎部施工方法や、当該基礎部施工方法で施工された基礎部３の構成については、特
記する場合を除いて各実施の形態と同様であるため、適宜説明を省略する。
【００９３】
　初めに図１７に示す工程１を実行する。具体的には、まず、各実施の形態と同様に基礎
杭１０、型枠２０、及び埋戻し部４０を形成し、次に、基礎杭１０に下支持柱５１ａをア
ンカー留めして固定する。次に、図１８に示す工程２のように、上支持柱５１ｂ等を下支
持柱５１ａの上に載置して公知の方法で固定する。次に、図１９に示す工程３のように、
フーチング主筋３１、及びフーチング側筋３２を設置し、これらを覆うようにコンクリー
トを打設して固化させることにより、フーチング主体部９０を形成する。なお、フーチン
グ主筋３１は、下支持柱５１ａを迂回するように配設しても構わないし、下支持柱５１ａ
を貫通する孔を空けて当該孔の内部を通しても良い。また、これ以降の工程については、
実施の形態１と同様であるため、詳細な説明を省略する。このように、本変形例ではフー
チング底部３３（図１参照）を形成せずに下支持柱５１ａを直接基礎杭１０に固定するの
で、フーチング底部３３を形成する手間を省略して施工期間を短縮する事が可能である。
なお、この変形例では、実施の形態１に係る土台部５０を基礎杭１０に接続するものとし
て説明したが、これに限らず、実施の形態２に係る土台部８０を基礎杭１０に接続しても
良い。
【００９４】
（柱支持部内部筋について）
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　各実施の形態においては、柱支持部内部筋５１ｄ、８１ｂを、スラブ筋６１に接続する
ものとして説明したが、これに限られない。例えば、当該柱支持部内部筋５１ｄ、８１ｂ
を、フーチング３０の上方に形成されたフーチング上端筋に接続したり、スラブ筋６１及
びフーチング上端筋の両方に接続したりしても構わない。また、これらのような接続を行
わなくても十分な強度が確保できている場合には、柱支持部内部筋５１ｄ、８１ｂの上記
接続を行わなかったり、柱支持部内部筋５１ｄ、８１ｂを設けなかったりしても構わない
。この場合には、スラブ筋６１やフーチング上端筋を柱脚部５１ｃ、８１ａの前後左右に
振り分けたり、スラブ筋６１やフーチング上端筋が柱脚部５１ｃ、８１ａを迂回するよう
に配置したりしても良い。
【００９５】
（付記）
　付記１の基礎部施工方法は、柱主筋が挿通されたプレキャストコンクリート製の対象柱
と、当該対象柱を支持するフーチングと、を備える基礎部を施工するための基礎部施工方
法であって、前記フーチングの型枠であって、上面に開口面を有する型枠を形成する型枠
形成工程と、前記対象柱を支持するための柱支持部と、前記柱支持部に上下方向に沿って
挿通された基礎部柱主筋であって、前記柱支持部から上方に突出した基礎部柱主筋突出部
を有する基礎部柱主筋と、を備える土台部を、前記フーチングの底部に設置する土台設置
工程と、コンクリートを前記型枠の開口面まで充填されるように打設して、前記フーチン
グを施工する型枠充填工程と、前記型枠充填工程の前において、又は前記型枠充填工程に
て打設したコンクリートが基準となる強度まで固化する前において、前記対象柱を前記柱
支持部の上面に載置し、前記対象柱の柱主筋と、前記基礎部柱主筋の基礎部柱主筋突出部
とを相互に接続する柱施工工程と、を含む。
【００９６】
　付記２の基礎部施工方法は、付記１に記載の基礎部施工方法において、前記柱支持部は
、支持柱と、当該支持柱の上に載置されたプレキャストコンクリート製の柱脚部と、を備
え、前記基礎部柱主筋は前記柱脚部に上下方向に沿って挿通され、前記土台設置工程にお
いて、前記支持柱の底面部は前記フーチングの底部に接し、前記柱脚部の少なくとも一部
が前記型枠の開口面よりも上方に位置するように、前記土台部を設置する。
【００９７】
　付記３の基礎部施工方法は、付記１に記載の基礎部施工方法において、前記柱支持部は
、プレキャストコンクリート製の柱脚部を備え、前記基礎部柱主筋は前記柱脚部に上下方
向に沿って挿通され、前記土台設置工程において、前記柱脚部の底面部が前記フーチング
の底部に接し、前記柱脚部の少なくとも一部が前記型枠の開口面よりも上方に位置するよ
うに、前記土台部を設置する。
【００９８】
　付記４の基礎部施工方法は、付記１から３のいずれか一項に記載の基礎部施工方法にお
いて、前記型枠の上方にスラブ筋を設置し、当該スラブ筋を覆うように所定厚のコンクリ
ートを打設してスラブを形成するスラブ形成工程を含み、前記土台設置工程において、前
記柱支持部の上面が、前記スラブの上面と同一平面上、又は前記スラブの上面よりも上方
に位置するように、前記土台部を設置し、前記柱施工工程を、前記スラブ形成工程の前に
、又は前記スラブ形成工程にて打設したコンクリートが基準となる強度まで固化する前に
行う。
【００９９】
　付記５の基礎部施工方法は、付記１から４のいずれか一項に記載の基礎部施工方法にお
いて、前記柱支持部の上端部近傍には、柱支持部の内部に形成された柱支持部内部筋を備
え、前記柱支持部内部筋と、前記フーチングの上方に形成されたフーチング上端筋、又は
前記型枠の上方に形成されたスラブ筋とを相互に接続する柱支持部内部筋接続工程を含む
。
【０１００】
（付記の効果）
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　付記１に記載の基礎部施工方法によれば、対象柱を支持可能な土台部を備えるので、型
枠充填工程前において、又は型枠充填工程にて打設したコンクリートが基準強度まで固化
する前において、対象柱を施工することができ、基礎部の施工期間を大幅に短縮すること
が可能となる。また、ＰＣａ製のフーチングを用いることなく基礎部を施工する事が出来
るので、大型のＰＣａ製部材を施工現場に搬入する手間や費用、及び施工現場にて大型の
重機を使用する手間や費用を削減する事が可能となる。
【０１０１】
　付記２に記載の基礎部施工方法によれば、柱支持部の一部を支持柱で構成し、残りの部
分をプレキャストコンクリート製の柱脚部で構成するので、柱支持部の全体をプレキャス
トコンクリート製とする場合と比べて柱支持部を軽量化でき、柱支持部の搬入に要する労
力を低減する事が可能となる。また、柱支持部の全体をプレキャストコンクリート製とす
る場合と比べて、支持柱の周囲にはスペースが形成されるので、配筋の自由度を向上させ
る事が可能となる。
【０１０２】
　付記３に記載の基礎部施工方法によれば、柱脚部の底面部が前記フーチングの底部に接
し、前記柱脚部の少なくとも一部が前記型枠の開口面よりも上方に位置するように土台部
を設置するので、より高い強度にて柱脚部を構成することができ、より安定的に対象柱を
支持する事が可能となる。
【０１０３】
　付記４に記載の基礎部施工方法によれば、柱支持部の上面が、スラブの上面と同一平面
上、又はスラブの上面よりも上方に位置するので、スラブ形成工程の前に、又はスラブ形
成工程にて打設したコンクリートが基準となる強度まで固化する前に対象柱を施工するこ
とができ、施工期間を大幅に短縮する事が可能となる。また、スラブ形成工程の前に対象
柱を施工する場合、対象柱を施工するための重機の荷重をスラブに負担させることなく対
象柱を施工でき、スラブを補強するための手間を省略する事が可能となる。
【０１０４】
　付記５に記載の基礎部施工方法によれば、柱支持部内部筋と、フーチングの上方に形成
されたフーチング上端筋、又は型枠の上方に形成されたスラブ筋とを相互に接続するので
、対象柱やスラブや柱支持部の強度を向上させる事が可能となる。
【符号の説明】
【０１０５】
１、２、３　基礎部
１０　基礎杭
１１　基礎杭コンクリート
１２　定着筋
２０　型枠
２１　均しコンクリート
３０　フーチング
３１　フーチング主筋
３２　フーチング側筋
３３　フーチング底部
３４　フーチング主体部
４０　埋戻し部
５０　土台部
５１　柱支持部
５１ａ　下支持柱
５１ｂ　上支持柱
５１ｃ　柱脚部
５１ｄ　柱支持部内部筋
５２　基礎部柱主筋
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５３　基礎部柱主筋突出部
６０　スラブ
６１　スラブ筋
６２　スラブコンクリート
７０　対象柱
７１　柱主筋
８０　土台部
８１　柱支持部
８１ａ　柱脚部
８１ｂ　柱支持部内部筋
８２　基礎部柱主筋
８３　基礎部柱主筋突出部
９０　フーチング主体部
１００　基礎部
１１０　フーチング
１１１　フーチング主筋
１１２　フーチング底部
１１３　フーチング主体部
１２０　型枠
１３０　基礎部柱主筋
１４０　架台
１５０　テンプレート
１６０　スラブ
１６１　スラブ筋
１６２　スラブコンクリート
１７０　対象柱
１７１　柱主筋
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